
合唱と管弦楽のための組曲「横須賀」

1. 序章　ふるさとよ
東海の　三浦を分けて
ふるさとよ
広く　山青く

先史に開く　悠久の
歴史を生きて　われ等あり
ああ　横須賀　われ等あり

磯波に　富士を映して
わが街よ
英知を集め　地と人の
栄えを創る　喜びは
自立の誇り　 あり
ああ　横須賀　 あり

※ 近代の　夜明けを告げし
横須賀よ
試練を越えて　立ちしいま
平和を願う　新たなる
門出の街よ　未来あり
ああ　横須賀　未来あり

(演奏の場合、※印は「黒船来たる」の後に続く )

2. 黒船来たる
霧こめし　浦賀の海の
波を巻き
国を開けと　黒船　来たる
大いなる　歴史の朝ぞ
黒船　来たる

波とどろ　浦賀の海の
高鳴りは
目覚めし国の　暁の歌声
大いなる　歴史の街ぞ
黒船　来たる

久里浜よ　浦賀の海を
見はるかす
     高し　時を経し　いま
大いなる　歴史の海ぞ
黒船　来たる

3. 衣笠城跡
山城は　樹々深くして
木漏れ日に　草は青みぬ
雄叫びの　充ちたる谷も　静まりて
興亡空し
いず方か　ほととぎす鳴く

山城の　道は細みて
藪椿　紅きが悲し
血ぬられし　物見の岩も　苔むして
亡びし城よ
衣笠に　春は巡れど
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4. 谷戸の物語
ぢいちゃんの　そのまた　ぢいちゃんと
ばあちゃんの　そのまた　ばあちゃんが
好いて　好かれた　昔の話
いせき娘の　ばあちゃんが　ひとり
谷戸の山越え　たずねて行けば
ぢいちゃんの　そのまた　ぢいちゃんが
海から小舟で　送ったそうな
　褒め申そう　褒め申そう
　谷戸の　この家　褒め申そう

製鉄勤めの　ぢいちゃんが
谷戸の向うの　ばあちゃんに
会いたさ　見たさに　カンテラさげて
トンネル抜け抜け　走って行った
三年三月で　所帯を持って
淡島さまに　願かけて
わが家の　とうちゃん　生まれたそうな
　褒め申そう　褒め申そう
　谷戸の　この家　褒め申そう

5. 祭 ( 虎踊り )
　詞　「 　これにあり

アノウ　陣鉦　ウンソレヨウ」

大虎　小虎の　虎やあやあ
頭　振り振り　チョイトナ
目玉　きらきら　チョイトナ
ひげを　ぴんと立て　チョイトナ
ケンソン　ケンソン　ケンペロリン

さんも　母ちゃんも
見てくれ　虎が　降参だ
病気も　いっしょに　カッピキエー
チャチャラ　チャチャラ　チンカラ
ケンプリ　オケケンケン

　詞　「 アリャ　アリャ　ありがたや
虎も　やすやす　従えたり」

大笹　小笹の　虎やあやあ
口を　あけあけ　チョイトナ
しっぽ　まきまき　チョイトナ
足を　どどんと　チョイトナ
ケンソン　ケンソン　ケンペロリン

明神さんも　父ちゃんも
見てくれ　虎を　退治した
病気も　いっしょに　カッピキエー
チャチャラ　チャチャラ　チンカラ
ケンプリ　オケケンケン

6. 白きかもめ　～弟橘媛命追慕～
荒ぶりて　逆巻く　海に
雲は湧き　上総は　見えず
砕け散る　波の　穂の間に
ぬば玉の　黒髪　ゆれて
海底に　妃は　沈み
　消えて　行きしと

水走る　浦賀の　海に
船を追う　白き　かもめよ
君がため　波の　静めと
たまきわる　命の　果てし
遠き日の　妃　ならずや
　今日も　舞いいて

わ と う な い
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いせき娘 ..................三浦半島の方言で、婿をとる娘。

淡島さま ..................淡島神社のこと。縁結びと安産の神で知られる。横須賀では芦名にある。

和藤内 .....................近松門左衛門の「国性爺合戦」の主人公。虎踊りには「国性爺合戦」の影響があり、
虎を退治する役の子供がこの名で、衣裳や身のこなしは歌舞伎風である。

為朝さん ..................浦賀の虎踊りの氏神。毎年 6月の為朝神社の祭礼には虎踊りが奉納される。

ぬば玉 .....................ヒオウギの丸くて黒い種子。「ぬばたまの」は、黒・夜・髪・月などにかかる枕詞。

魂 ( たま ) きわる ...命・世などにかかる枕詞。

7. コンニチハ　～港で～
遠い国から　来た船と
世界の海へ　行く船が
白く残した　 のあと
海の横須賀　船の街

船が出て行く　朝の海
「見ろよ　あの船　父ちゃんの
工場の製品積んで行く」
見送る海に　陽がのぼる

どこの国から　来たんだろ
波止場に着いた　貨物船
船のへさきの　赤ひげが
手を振る　ぼくに　「コンニチハ」

※ 雲が　わいてる　海の道
大きくなったら　船に乗り
出かけてみたいな　あの海に
港　横須賀　鳴る汽笛

(演奏の場合、※印の 4番は 2番の後に続く )

8. 終章　～この手で～
わが街は　つねに明るく
しく　未来を望む

太陽よ　光を満たせ
星影よ　安らぎを呼べ
半島に　われ等　生き
幸せを　この手で　創る

　花薫れ　白き　浜木綿
　北限に咲く
　白き　浜木綿

わが街は　つねに豊かに
おおらかに　未来を望む

わが大地　自由を満たせ
わが風よ　連帯を呼べ
横須賀を　われ等　愛し
繁栄を　この手で　拓く

　美しく　大島桜
　季節を巡れ
　大島桜

なみ

海

たくま

逞


